








班 シ ス テ ム 設 計

盈 一1.目 的

搬 鯉 者がプ ロジ・ク ト雛 遣 してい く過程で ・ソピ・一 夕部 門

との接 触 は今 後 ます ます 深 ま って い く。 現 状 調査 や分 析 を担 当 した場

合 、,シ ステ ム的 な観 点に 立 って 資 料づ く りや 調査 を しなけ れ ば な らな

い し、 また 現状 の シ ステ ムの 目的 は 何 か とい った 評 価や イ ン プ ッ ト、

ア ゥ トプ ッ
..トの 評 価 も シ ステ ム 的 に し な け れ ば な ら な い。

コ ン ピ ュー タ部 門 とそめ 他 の 部 門 との 橋 渡 しを す る一般 管理 者 に と

っ て、 コン ピュー タ部 門 で作 成 した シ ステ ム を理 解 で きなけ れ ば、 シ

ステム の ス ムー ズな運 用は考 え られ な い。 さ らに 一般 管理 者 も コソ ピ

ェ一 夕部 門の 人 間 と共 同で シ ステ ム を開 発す る機 会が 多 くな る だ ろ う。

この よ うな、時 、 シ ステ ム的に もの を考 え た り設計 す るた め の知 識 や 能

力 が な けれ ば ど う な るか は、 い うに お よば な い、 これか らの 一般 管理

者 に と って シ ステ ム設 計に 必 要 な基 礎 知 識 を身 に つ け てお く とい うこ

とは 、 必 修 条件 で もあ る とい える。 した が って この科 目で は、 シ ステ

ム 設計 に必 要 な 基礎 知 識 を シ ステ ム 設計 の 手 順 にそ って習 得 させ る こ

と を 目的 として い る。

m--2.Aコ ー スに お け る科 目 の位 置 づ け

こ こで の シ ステ ム設 計は
、 プ ロ ジ ェク トを推 進 してい く_般 ㍉管理 者

が 必 要 な システ ム設計 に 関 す る基礎 知 識 を修 得 す る とと もに 、 設計 す

る能 力 を養 成 す る部 分 であ る。 プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジメ ン トか らみ た

シ ステ ム設計 の 基礎 知 識 を 修 得す るた め の科 目で あ り
、 一般 に いわ れ

て い る シ ステ ム ・エ ン ジニ ア を養成 す るた め の もの では な い。

つ ま り図 の 太線 が 示 す よ う`ニプ ロ ジェ ク ト・マ ネ ジメ ン トに隣 接 し

た 領 域 の学 習 で あ る。
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・k

プ ロ ジ ェ ク ト

マ ネ ジ メン ト

皿一5.構 成 内 容 と 時 間 配 分(合 計7H)

1.シ ス テ ム 設 計

2・ 現 状 調 査
1.

3.現 状 分 析

4.設 計

4.1コ:ド 設 計

4.21iTウ トプ ッ ト設 計

£:・,

4.3イ ン プ ッ ト設 計

4.4フ ァ イ ル 設 計

5.エ ラ ー チ'=ッ ク

0.5H

α三・耳

o.5H

4.5H

0.5H
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6.シ ステ ム の評 価0.5H

(指 導 上 の 留意 点)

一 方 的 な講 義だけ で な く設計 の部 分 な どは 、 実 際に 受 講 者 に設 計

の 演 習 を させ る。

di-4.内 容 項 目

1.シ ステ ム設 計

(お もな 項 目)

Oシ ステ ム設 計 と は、

何 が 問 題 点 か を把 握 し、

oシ ステ ム設 計 の必 要性

oシ ステム 設 計 の 手順

(例)

目標 を 設定 し、 それ を実 現す る こ と。

已 状 調'到
、

、一」1〆

現 状 分 析

概 要 設 計

1

詳 細 設 計

評 価

(指 導 上 の 留意 点)

な せ シ ステ ム設 計 を じな げれ ば な らな いか を、 よ く認 識 させ る。
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2.現 状 調査

(お もな項 目)

o現 状 調査 の目的

シ ステムの機 能 と問題点な どの現状分析に必 要な資料作成

o現 状調査の方法

① 面 接 法

② 質 問 紙 法 、

③ 観 測 法

④ 資 料 法

o現 状 調査 の項 目

(例)

① 仕事 の流れ

② 情報 の流れ(伝 票枚数)

③ デー ター量(伝 票枚数)

④ 資源 の種類、 数 と使用度

⑤ 作 業者 の作業内容、作業 と質 と人員数

(指 導 上 の留 意 点)

調 査 の方 法や 項 目の説 明は 簡 単 に お こな い、 実 際 の シ ステ ムを 問

題 に と り上 げ調 査 目的は 何 か、 どの よ うな 方 法、 項 目が よい のか を

思 考 させ る。

3.現 状 分 析

(お も な項 目)

o現 状 分 析 の 目的

問 題 点 を 正確 に把 握す る。

o組 織 分 析

各 単位組織で発生す る情報 の関連 性 と各単位組織 がはた してい
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る機 能 を 知 る。
～

o職 務 分析

各 組織におけ る職務 を明確 にす るため各職務g)要 点を記述す る

資 料 を 分 析 し、 確 認 し報 告 す る。 必 要 な 職務 のモ レを さが し職 務

の 重複 を な くす 。

。 業務 分 析

事縦 続の流れ跳 躍化・梁 雄 能曄 ワ肌靴 ・繰 ・報

告割 明刷 ヒ・概顕 れ図組 び詳細流れ図の繊 。

o帳 票分 析

帳票の簡素化、標準化を 目的 と して各帳票 の処理過 程お よび関

連 を明確にす る。

o手 順分析

業務 の細 部 手順 をρ 析す る ことに よっ,てい かに論 理 的処 理 が な

されて い るか を 明確 にす る・ プ ロ ・ク ・ダイ ヤ グラム の繊 ・

o事 務 量 測 定

・時 間分 析

見積 法 、 実測 法 、既 定時 間 法

・原 価 分 析

。 現 状 シ ステ ム の 問題 点 の要 約

(指 導 上 の留 意 点)

現 状 シ ステ ム の問 題点 は 何 か とい うこ とを常 に考 え る姿 勢が 大 切

であ る事 を認 識 させ る。

4.設 計

4.1コ ー ド設 計

(お もな項 目)

oコ 一一 ドとは
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oコ ー ドの持 つ べ き条件

① 統 一 性 ∴

② 簡 潔 性 ‥

⑤ 変 更 可能性

④ 識 別 可能 性

⑤ 機 械 に対 す る適 合性

'
o代 表的 なb':一 ド編成 方 法

① 順番(連 番)コ ー ド(SequenceCode)方 式

(例)北 海 道01

青 森02

秋 田03

② 区分 コー ド(BlockCode)方 式

(例)資 産 齪 『・ ・～49

負債 勘 定50～79

資 本勘 定80～99

③ ケ タ別 コー ド(GroupClassificationCode)方 式

(例)

大分類 中 分 類 小 分 類'

1.本 社

2.支 社

1.社 長 室

2.秘 書 室

3.総 務 部

1.総 務 課

2.文 書 課

3.株 式 課

④lo進 コ ー ド(DecimalCode)方 式

(例)5.自 然 科 学

5.1数 学

5.2天 文 学

5.3物 理 学
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5.3.1機 構 学

5.3,1.1機 械 学

⑤ 表≡ ド(M・m輌C・d・
T).ぽ

(例)・ 冷 ・蔵 車

タ ン ク 車

食 堂 車 .

oコ ÷一・1ドの 管 理

O

レ

タ

シ

コー ド設計 の演 習

・':社 内:で実 際 に 使用 して い るコ ー:ドめ 検討
、,

パ{列題{二 よ る演 習

(例)従 業員 、500人(う ち 男 子社員400人)6部

門 、18課 の会社 に おけ る従 業員 番 号 を設 計せ よ。

(指 導 上 の留 意 点)

具体 的 な例 を 図 示 して 講 義を し、例 題 に よ る コー ド設 計 の 演 習 に

ウエ イ トをお く、 受 講 者が 設計 した コニ'ドの検 討 デ ィ ス カ ッシ ョン

を す る。

4.2ア ウ トプ ッ ト設計

(お もな項 目)'"

oア ウ トプ ッ トの検討

作成 周 期、 時 期 、 形態 、 用紙 の種 類1対 象件数 な ど

。 ア ウ トプ ッ トの形 態 と装 置

一65一



(例)

形 態 長 所 短 所
〆

印字帳票 大量 のデー タの印字 一行 に印字 できる字数

が で き る に制 限があ る

紙 テー プ 桁数 の制約が ない テー プ コー ドが 不統 一

で あ る

カ ー ド ター ン ・ア ラ ソ ド方 1枚 で80桁(90桁)

式が とれ る に限 られ る

ブ ラ ウン

管 表 示
人 との対話 がで きる 紙に印字 できな い

。 出力用紙の設計 ∴

帳 票 の 見や す さ、 使 いや す さが最 も 重要

o項 目の配 置

o項 目の区 分 け

o設 計 上 の注 意 点

コ ンマ、 ピ リオ ドの表 示方 式

マイ ナ スの 表不

カナ文 字 デー タの扱 い

帳 票 の1頁 の長 さ

印 字 時 間(D短 縮

帳 票 用 紙 の 印刷

。 ラ イ ン プ リン ター の機 能 か ら制 約

・上か ら下 へ

・1行 の ケ タ数

・文 字 の種類 に限 度

oラ イ ン プ リン ター の印字 方 式
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・タ イ プ ホ イ ル
、 ドラ ム お よ び シ リ ン ダー 式 、

・チ ェ ー ン式

o複 写 方 式 ・ .'1,

・ ワ ソ タ イ ム ・カー ボ ン方 式

・ ノー ・カー ボ ン 方 式 'パ

oア ゥ ドプ ヅ ト設 計 の 演 習'`

・実 際 に 使 用 中 の ア ウ トプ
ッ,ト の 検 討

・例 題 に よ る演 習1』 .

(例)テ レ ビ、 ラ ジ オ、 ステ レ オ の メ ー カー 別 、 地 区 別 の 月

間 売 上 統 計

(指 導 上 の留 意 点)

講 義 は 簡単 に し、 た とえば 販売 統計 表 な ど の 設計演 習に 時 間を と

る。

4.3イ ン プ ッ ト設 計

(お もな 項 目)

oイ ンプ ッ トの検討

・周期 、 時 期 、 形態 、 発生 部 門 な ど

oイ ンプ ッ トの形 態 と装 置

(例) 形 態 長 所 短 所

カ ー ド 追加修 正が容易であ る 1枚 で80桁(90桁)し

か 入 らな い

紙 テ ー プ 桁 数の制約がな い 追加 修正が困難であ る

キー ボー ト
か ら磁 気 テ
ー プ作 成

高速入力ができる
少 量 のデ ー タに は 向か
な い 、

直接読取 り 正確性、迅速性に富 む コ ス トが 高 い

キー イ ン直
接 入 力 騨 禁 竪 ㌍ 接イ'コ ス ドが 高い
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o帳 票 設 計.・ 、..z・,..H

・ 設 計 項 目

起 票 者 、 承 認 書 、 記 入 項 目 、 ケ タ数 、 項 目 の 順 序 、 コ ピー 枚

数 な ど

・EDP入 力 用 帳 票

カ ー ド穿 孔 用 の 原 始 伝 票 、 紙 テ ー プ さ ん 孔 用 の 原 始 伝 票 、

MICR用 の 帳 票、OCR用 、,OMR用

・項 目 の 区 分 け

パ 穿 孔 す る項 目 ど 穿 孔 しな い 項 目 と の 区 分 け 、

・伝 票 の 種 類

単 記 式 、 連 記 式 、 複 記 式

・内 容 、 項 目 の 配 置.一"・ 、

.Oカ ー ド設 計 、'

・項 目 の 配 列 順 序 、 カ ー ドの 色

o'マ ー ク ・シー ト

Oイ ソ プ ヅ ト設 計 の 演 習

・実 際 に 使 用 中 の イ ン プ ッ トの 検 討

・例 題 に よ る 演 習 、 』、

一 例㌫ ビ'蹴 ㍗ のメニ轡 地卵

∫指導上の留意点)

、,蜘 ・垣 トを く・
4.4フ ァ イ ル 設 計:・

(お も な 項 目)

・ フ 戸 ルの種類 と特 徴

・ 紙 テ ー プ
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・カー ド ・三',1 -'㌦

・磁 気 テ ー プ

・磁 気 デ ィ.ス クtttt:○ 　 ㍉ ∵ づ 『'[・!';;

・磁 気 ド ラ ム1'.1い

oフ ァイ ル の 形 態 と特 徴'・.…i・'… ㍑ ぺ ∵

・順 次 編 成(シ ー ケ ン シ ャ ル)夕,プ 、イ・ル'

・直 接 編 成(ダ イ レ ク トア ク セ ズ う フ ァ拒 ル

・索 引 順 次 編 成(イ ソ デ ッ ク ス ド ・ シLケY・'IY・ ヤ ル)フ ァ イ ル

o磁 気 テ ー プ フ ァイ ル の 設 計st

o磁 気 デ ィ ス ク フ ァイ ル の 設 計

oフ ァ イ ル 設 計 の 演 習 い

・企 業 に お い て 実 際 に 使 用 し て い る フ ァイ ル の 検 討

・例 題 に よ る 演 習

(例)テ レ ビ、 ラ ジ オ 、 ス テ レ オの メ ー カ』 別 、 地 区 別 の月

間 売 上 フ ァ イ ル

(指 導 上 の留 意 点)

フ ァイ ル の種 類 と形 態 とを関 連 づ け て 講 義 をす る。 講 義 は 簡 単 に

し、 演 習 に ウエ イ トをお く。'パ

5.エ ラー チ ェ ック

(お もな 項 目)㌧`'も'

.σ 誤 ったデ ー タが 入力 され た場 合

そ れ以 降 の 処 理が 無 意 味 に な る'

マ ス ター フ ァイル を破 壊 す る

訂 正 に 大 きな コ ス トが かか る

oEDPSは プ ログ ラム に よ り逆 に い ろい ろのチ ェ ックが で き る。
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O

入 力 時点

{
処理 時点

人 間側 で 行 な わ な けれ ば な らな い チ ェ ック .

シ ステ ム 設計時

社 内体 制 と業 務 処理 手 順 の無 矛盾

自 己矛 盾 のな い シ ステ ム

拡 張性 の あ る シ ステ ム

原 始 デー タ作 成 時

デー タ記 入 ミス

紛失 、混 入 、.、'二、

順番 誤 ま り

パ ンチ時

パ ンチ ・ ミス

紛 失 ・混 入 」

順 番誤 ま り

オ ペ レー シ ョジ時

ミス ・オ ペ レー シ ョン

プ ログ ラム ・エ ラー,

機 械 故障

(指 導 上 の留意 点)

エ ラー は 責任 体 制 と ドキェ,メ ソテ ー シ ョソの完 備 で 防止 で き る こ

とを具体 的 に 認 識 させ る。

6.シ ステ ム の評 価

o評 価 項 目

, .(シ 目.的 に あ っ て い る か:,

② 開 発 コ ス ト
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③ 運 用 コ ス ト ■:・

④ コ ン ピ ュー タや装 置 が シ ステ ムに と って最 適 か ど うか

⑤ 中央 処 理 装 置 の記憶 容 量は ど うか

⑥ 各 段 階 での 業務 担 当 者に と って シ ステ ムが 適切 か

⑦ 従来 の シ ステ ムか ら新 シ ステ ムへ の移 行 が スム ー ズに で き る

か,

⑧ システム の部 分的変更 が可能か

⑨ システムの標準 化は?

(指 導上の留意点)∵ に

システムの変更は高 くつ くため各方面での評価が重要な 事をよ く

認識 させ る。時 間があれば具体 的なシ ステム案 を評価検討 させ る。
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iv(自 習)デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グt

w-1.目 的1i'1

一般 管 理 者 が必 要 とす る コ ンピ ュー タお よ び デー タ ・プ ロセ シン グ

に関 す る基 礎知 識 を 自摺 に よ って 学 習 す る科 目であ る。・:さきの デー タ

プ ロセ シン グの 講 義 で 習 得 した基 本概 念 の復 習 を行 なう と ともに 時 間

の 関 係 で学 ぶ こ とが で きなか った基 礎 知 識 を、 プ ロ グ ラム学 習 用 の テ

キ ス トな ど を 使 って 自習 す る ことが この科 目の 目的 で あ る。

rv-一一2.内 容(合 計4H)

・、o二1コ'ソ ピiー タ

・コ!ツ ピ ュご タの 歴 史

・入 力 装 置

・中 央 処 理 装 置

・出 力 装 置

・デ ー タ伝 送

・ア プ リケ ー シ ョ ン

3H

oデ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ1H

・情 報 の 蓄 積 と 検 索(1.R)

・T.S.S

(指 導 上 の留 意 点)

コ ン ピ ュー タの 入力装 置、 中央 処理 装 置、 出力 装 置 な どは 、 自習

す る 前に コン ピ ュー タルー ム を見 学 させ る。 自習 で各 装 置 の機 能 ・

特 徴 を よ く理 解 させ る。1.RやT.S.Sで は そ の考 え 方、 思 想

とい った 面 と利 用 ・活 用 とい った 面の 知 識 を習 得 させ る。
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V(自 習)シ ス テ ム設 計

V--1.目 的

自習 を通 じて シ ス テム 設計 に関 して さ きに 講 義で 習 得 した 基 礎 概 念

の復 習 を行 な うと とも に、 基 礎 知識 を補 足す るのが この科 目の 目的 で

あ る。

V-2.内 容(4H)

O

O

O

O

O

コー ド設 計

ア ウ トプ ッ ト設計

イ ンプ ッ ト設 計

フ ァイ ル設 計

コ ス ト分 析

(指 導 上 の留 意 点)

コ ー ド設 計 、 ア ウ トプ ッ ト設計 、 イ ンプ ッ ト設 計、 フ ァイ ル設 計

は 講 義に よ る基礎 知 識 の復 習 を し、 自 ら 問題 をつ く り設計 演 習 を さ

せ る。 と くに フ ァイ ル設 計 で は 順 次 ・直 接 ・牽 引順 次 の各 フ ァイ ル

設 計に ウエ イ トをお いて 演 習 させ る。
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一 般 管理 者 向け企 業 内教 育

Bコ ー ス
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Bコ ー ス の 目的 と概 要

Bコ ー ス では ・Aコ ー ス で すで に 学 ん だ コ ン ピ ュー タお よび デ ー タ処 理 に

関 す る具 体 的 な事例 お よび技 法 につい て 習 得 し、 さ らに マ ネ ジメ ン ト・サ イ

エ ンスの 応 用 に 関す る基礎 知識 を修 得 す る こ とを ね らい とし てい る
。

1デ ー タ プ ロセ シン グ概 説 で は入 事管 理 シス テ ム と販 売管 理 システ ムの具

体 例 の 研究 を通 じてAコ ー スの デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ概説 で修 得 した基 礎

知 識 の 応用 の図 れ る ものに す る こ と をね らっ てい る。 この カ リキ ュ ラムで

は人 事 管理 シス テム と販 売 管 理 シ ステ ムを具 体 例 と して と りあげ てい る が、

これ は 他 の より適切 かつ 詳 細 な例 に よっ て置 きか え て も よい
。

孤 シス テ ム設 計 では フ ロー チャ ー トの書 き方 を習得 す る こ とに より情 報処

理 シ ステ ムの活 用 の た めの具体 的 な技術 を体 得 さ せ る ことを ね らっ てい る
。

田 マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エン ス の応 用 で は プ ロジ ェ ク トを計画 し、組 織 し統

制 す る た めに 利 用 で きる マ ネ ジメ ン ト・サ イエ ン スの応 用 に 関す る基 礎 知

識 を 習 得す る こ とを ね らい とす る。

教 育 方 法 と しては教 育 効 果 を高 め るた めに視 聴覚 媒 体 を活用 す る こ とは

も ちろん、 講義 形式 は ご く短 時 間 に とど めて演 習問 題 と、 ケー ス ・ス タデ

ィお よびそ れ らの プ レゼン テ ー シ ョンを 中心 にす すめ るこ とが 必要 で あ る。
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1デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ'

1-1目 的 ∴':r`　

デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ ・システ ムに 関 す る具体 的 事 例 を研 究 す る。 研究

の 仕方 はAコ ー ス で学 ん だ基 礎 知 識 を事 例 の各段 階 にぶ っ つ け る こ どで あ

る。 それ に よっ て経 営 活動 の中 で コ ン ピ ュー タの 活用 を計 るの に 必要 な知

識 の 習得 を行 な う。

(指 導 上 の 留意 事項)

単 に 給 与 シ ス テ ムの 事例 を紹 介 す る こ と よ りも グ ルー プ学 習 の形 式 を採

っ て、 受講者 に考 え た り、 討 論 した りす る時 間 を与 え て指 導 す る。

販 売 システ ムの 事例 は 各 自の 自習 にまか せ る。
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1-2Bコ ー スに お け る科 目の位 置 づ け

デ ー タ ・プ ロ セ シ ングBコ ースは 、Aコ ース で修 得 した基 礎 知 識 を具体

的 か つ 応用 の は かれ る知識 にす る部 分 で 、下 図 の 太 線で しめ した と とろで

あ る。 具 体 的 な給 与 システ ムを通 じて システ ム設 計 の 知識 を より理 解 で き

る 一般 管 理 者 を養 成 す る。

→＼

プ ロ ジ ェ ク ト

マ 不 シ メ ン ト

叉

㍉ ぷ
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1-5構 成 内 容 と時 間 配 分(5H)

1.給 与 シ ス テ ム の 事 例 研 究

1.1サ ブ シ ス テ ム の 例0 .5H

1.2シ ス デ ム の 目標 例1 .OH

1・3シ 芦 テ ム要 件0 ・5H

1.4 .月例 処 理1.OH

2.販 売 ツ ス テ ム 事 例 研 究 ,(自 習)

2.1,シ ス テ ム 要 件

2.2
,シ ス テ ム の 概 要

1.給 与 シ ステ ムの 事例 研 究(#1)

1.1サ ブ シス テ ムの例

(主 な 項 目)

。 毎 月 の給 与 計 算 シ ステ ム

。 賞.与計 算 シス テ ム

∵ ベ ー ス'ア ・ブに よる差 額 計算 システ ム

。 年 末 調整 シ ス テ ム

(指 導 上 の留意 事 項)

1.入 事、労 務 関係 業務 の 中 で の位置 づけ

。 給 与計 算 シス テ ム

'
。 労 務統 計 シス テ ム

。 考 課 シス テ ム

。 人 事 記録 システ ム

。 スキ ル ズ'イ ンベ ン ト リ ・システ ム

。 そ の 他

2.経 営 活動 全 般 の中 で、 これ ら システ ムが どの よ うな意 義 を も

つ か 討論 し発表 す る。
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#1国 税 庁 の 事例 に準 拠

入 事 管 理 の コ ン ピュー タ活用 実例 集(下)'

労 務 管 理 研 究 会'刊

1.2シ ス テ ムの 目標'(課 題)例

(主 な項 目)

。 人 件 費 の 削減

。 マ ン パ ワー 問題

。 事務 能 率 の向上

。 制 度 、賃 金 体 系 合 理化 の 契 機 とす る

。 要 員 計 画:要 因管 理へ ら活 用

。etc

(指 導上 の 留 意 点)

1.人 事 ・労 務関 係 へ の コ ン ピュー タ の活 用 に × き く分 け て二 つ

の 目的 が あ る。一 つ は労働 力 節 約 のた めに ↓他 の一 つ は 企 業 の

もっ てい る人的 パ ワー を、 もっ とも効果 的 に使 い、 高 い 生産 性

を 得 る ため で あ る。 即 ち.

・ 労働 力の節 約

。 人 材 の有 効 活 用

シ ステ ムの 目標 は 、 これ ら経 営 活 動 の 目的 に沿 っ て選 ば れ て い

るo

2.各 自の企 業体 に お け る具 体 的 問題 と して 目標(課 題)を 考 え

て 討論 し発表 す る。

3.コ ー ド体 系 の検 討

人 事 異 動に よって 、 職場 が 変 るた びに職 員の識 別 コ ー ドも変

え る 必要 が あ るか ど うか 検 討 す る。

・ コー ド体 系 を各 人 に考 え させ る。
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。 コ ー ドと して 、 「職 員 番 号 ⊥と∫課 員 番号 」を併 用 す る案 を

紹 介 す る。

「職 員番 号 」は、 機械 が職 員 を識 別 す るた め に使 用 す る もの で、

採 用 か ら退 職 まで 変 わ ら ない。

「課 員 番 号 」は 、 人 間が職 員 識 別 の た め に使 用 す る もの で 、所

属 が異 動 したつ ど変 更に な る0

4.チ ェ ック ・シ ス テ ム

入 力 を正確 に す る。

。 チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ トを つけ る

。 ター ン ・ア ラウ ン ド方 式

あ らか じめ氏 名等 を出 力 したOCR用 紙 を使用 し、 そ れ

に デ ー タを記 入 す るな ど。

1.3シ ス テ ム要 件

.C主 な項 目)

・ 対 象職 員数

30,00.0人

。 対 象地域

関 東 、上 信 越 、 大阪 、 名古 屋 、各 地 域 を傘 下 に収 め る。

。 人 事 異 動 が非 常 に多 く一時 期 に1/3以 上 の職 員 の異 動 が行 な

われ る の で、 この取 扱 い を容 易に す る。

(指 導上 の 留意 点)

1.イ ン プ ッ ト ・デ ー タの作 成 方 法 、

発 生 デ ー タの 量 が 多 ぐ、 ま た発生 場 所 が散 在 してい るの で、

デ ー タの入 力の 仕 方 が シ ステ ムの 良否 を きめ る。

。 デ ー タの入 力方式 を 受講 生 に検 討 させ る。

。 各 自の案 を検 討 させ た 後 、磁 気 マー ク セ ンス ・カー ドに よ

る入 力 を紹 介 す る。BULL-GE社ULP-ML
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1-4月 例 処 理 給 与計 算

(主 な項 目)

。 イ ン プ ッ トの種類

1)パ ンチ カー ドに よるデ ー タ

① 基 本 報 告 書

氏 名 、 生 年 月 日、etc.

② 特 例 計 算 結 果 デ ー タ

異 動 の手 続 きが遅 れた 場 合 な どに数 ケ 弓自分 の過 不 足 を当月

で 精 算 す るた めに 、 手計 算 結 果 を直 接 入 力す る。

③ 累 積 訂 正 デ ー タ

ア ウ トプ ッ ト書類 を訂 正 した もの に つい て、 そ の訂正 内容 を

入 力す る。,

2)マ ー ク セ ンス ・カー ドに よるデ ー タ

④ 超過 勤務 カー ド

⑤ 物 資経 理 カー ド

⑥ 貸 付 金 カー ド

⑦ 通 勤手 当 ・扶養 カ ー ド

⑧ 住 民 税 カー ド

⑨ 宿 舎 費 カ ー ド

⑩ 発 令 事項 カー ド

(臨 時 的 な もの)

⑪ 年 末調 整 カー ド

⑫ 期 末 勤 勉 手 当 カー ド

⑬ そ 及 追給 カー ド

・ ア ウ トプ ッ トの種 類

① 給 与 支払 明 細書

② 基 準 給 与 簿

b
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③ 金 種別書

④ 宿舎使 用料金表

⑤ 控除 明細書

⑥ 住民 税表

⑦ 現給報 告書

⑧ 貸 付金返済通知書

(臨 時的 な もの)

⑨ 給与簿

⑩ 昇給予定者名簿

⑪ 源泉徴収 票

。 プロセスの概 要
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給.与 計 算 プ ロ セ ス の 概 要 図
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(指 導 上 の 留意 点)

L次 の諸 点 を各 人 に考 え さぜ る。

給 与計 算 の プ ロ セスで

。RUN1とRUN2の 間 で課 員番 号順 に 分類 させ るのは なぜ か
。

。RUN2の デ ー タ ・チ ェ ック の内容 には どの よ うな ものが あ るか 。

Ex、 マ ス ター に ない デー タ

デ ー タの 記入 誤 り

。RUN2の 出 力 で あ るチ ェ ック リス トは どの よ うに取扱 った ら よい

かo

Ex、 該 当 者 、 事 業所 へ 回 付 して、 チ ェ ックを 行 な わせ た り、 提出 デ

ー タの 控 と して利 用 させ る
。

。RUN2の 職 員 番 号 付 番 は
、 マ ス ター テ ー プ新 設 の コーー ドが 付 け ら

れ た デー タ ・レ コー ドが入 っ て きた と きに 、入 っ て きた順 序 に 従 っ

て 連番 で付 養 す る もの で あ る。

・RUN3で は 、 どの ような順 序 で諸手 続 きが進 行 す るか。

マ ス ター 更新

① 異 動 事 項(扶 養 手 当、 通 勤 手 当等)

② 訂正 事項(前 月 イ ン プ ッ トした デー タの誤 り等)

給 与 支 給 額 の計 算

① 超 過 勤 務 時 間等 の例 月 の デ ー タ処 理(更 新 後め'マ ス ターテ ー プ

を使 っ て行 な われ る。

2.販 売 システ ム の事 例 研究(自 習)

2.1シ ステ ム要 件

(主 な項 目)

。 請 求 書 お よび 売上 明 細表 は 月1回 作 成 し、各 地 の得 意先 へ 渡 す 。

これ に よ り代 金 を原 則 と して一括 回収 す る。

。 各 営 業 所 は、 得 意 先 別、 商品 別販 売状 況 を即 日把 握 したい 、 ま た

一93一



全 品 目の在 庫状 況 表 は 、 日報 と して ほ しい。F

。 注 文 伝票 、 入 出 庫 伝 票 は、 毎 日発 生 し即 日処 理 した い。

・ 納 品通 知 書 、 出 荷 指示 書 は 、注 文 デ ー タに も とつ い て即 日作 成 し

た いott.tt1

o

o

o

o

o

o

対 象 商品数:2,000品 目

対 象得 意 先数:1.000店

対 象 伝 票件 数:10万 枚/月

営 業 所:15ケ 所(H本 全 国各 地)

輸 送 セ ン ター、 倉 庫 、3ケ 所

工 場:2ケ 所

(指 導上 の留意点)

・ シス テ ム要 件 の各 項 目を よ く検 討 させ た上 、 これ らの要件 を満 た

す た め には どの よ うな シス テ 云構 成 が 可能 か調 べ さ せ る。

。 十 分 ・上 の項 目を考 え させ た後 、 テ レ タイ プ網 を使 って バ ッチ処

理 で解 決 す る例 の一 部 を以 下 に紹 介 す る。

。 対 象 伝票 件 数 が 、30万 枚/月 以 上 に な る と、 オ ン ライ ン処 理の

形 態 を採 る必要 性 に迫 られ る。

2.2シ ステ ムの概 要

(主 な項 目)

。 テ レ タイ プ網:50ボ ー回 線

一94
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〇 一 ・1

＼

ー

∴

:
]

○

ぺ

∴

/

轡

ご

＼ぐ
プ へ
「):営 業 所 端 末;15ヶ 所
　

診 輸 送 セン ・端 末;3ケ 所

(8・ 工 場 端 末 ・2ケ 所

・ 入 出 力 自動 タイ プ ライ ター を端 末 に使 う
。

伝票 の起 伝1'

テ レタ イ プ ・テ ー プの作 成

テ レタイ プ受 信 テ ー プに よる各 種 帳票 類 の作 成



_⊥.
注 文 デ ー ,タ

:二 「 …

PUNCH}

嘉㌫ ㍊ご

雇竺一当

遍 カー・1

1鯖 先 工 ・ヂ・一 ドよ媚 鋤 ・ブ ・頭 目→取 引先=一 ・鴻 引先名

品 名 エ ッヂ カ ー ド 〃 → 品 番 、 品 名

"演 算部 よ り 〃 → 伝 票%、 日付 、金 額

変 動す る数 量 ぐ単 価 は、KEY-1・Nす る。

。 デ ー タ処 理 の 流 れ ・一

－MDPS+EDPS(注1)

'

① 引 合 が あ る と在 庫 一覧 表 信用 状 況 一 覧表 、 単 価表 な どが参 照

され 商 談 が行 在 われ る。 ま とまれ ば注 文 デ ー タが作 られ る。

② 注 文 デ ー タか ら売上 伝 票 お よび テ レ タ イ プテ ー プの作 成 ま で を、

入 出 力 自動 タイ プ ライ ター に よって行 な う。

。KEY-INす る項 目

数 量 、 単 価
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。 エ ッヂ カ ー ドよ り自動 タイ ズされ る項 目

得 意 先 コ ー ド、 得意 先 名'^・

品 番 、 品 名 ㌦,ゴ

。 エ ミ ッ タより 自動 タイ プされ る項 目'≒10

年 、 月、 日、伝 票 種 別 一 バ

。 演算 部 で 自動 計算 され タイ プされ る項 目

全 額(単 価 × 数 量)

③ テ レ タ イ プテー プに よ り、 デ ー タを 中央 コ ン ピュー タヘ テ レ タ

イ プ送 信 す る。

④ 中央 コ ン ピ ュー タの サ イ ドで は、 デ ー タを紙 テ ー プの形 で受 け

と り、 この紙 テ ー プを コ ン ピュ ー タの入 力 とす る。

⑤ 逆 に中 央 コン ピ ュー タか らの デ ー タは 、 紙 テ ー プの形 で 出力 さ

れ 、 営 業 所 、 輸 送 セ ン ター ヘ テ レ タ イプ送 信 され る。

⑥ 営 業 所 な どで 受 けた テ レ タ イ プ受 借 テ レ タイ プは、 入 出 力 自動

タ イ プ ラ イ タ ーに か け られ 、各 種 帳票 類 に 直 され る。

⑦ 輸 送 セ ン タ ーで は、 中央 コン ピュ ー タか らテ レ タ イ プ'送信 され

て きた 出荷 指 示 書 に した がっ て出庫 、 納 入 す る。

この 出荷 指 示 書 は、 営 業所 で起 伝 され た 売上 伝票 とほ ぼ 同 じ内

容 で あ る。

⑧ 在 庫 デー タ、納 入確 認 の デ ー タな どは輸 送 セ ン ターか ら タイ プ

イ ン され るo

(注1)MDPS

ManualDataProcessingSystem

。 デ ー タ処 理 の側 面 か らみ た サ ブ システ ム合 成 図

50ボ ー 回 線 で 結 ばれ た営 業 所、 輸 送 セ ン ター お よび 中 央 コ ン

ビ ュー タ三者 の間 の デ ー タ処 理 の概 要 を第6図 に示 す 。

。 中央 コ ン ピュ ー タ ・サ イ ドの デ ー タ処理 の概 要 を第7図 の プ ロセ

一97一
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ス ・チ ャ ー トに示 す 。 図 中 で は

・ 受 注 と出荷 システ ム"

・ 販 売統 計 シ ス テ ム

に 関 す るデ ー タ処理 過程 の一 部 が載 せ て あ る。

(代 金 の回 収 シス テ ムに つ い ては 、課 題 研 究 ま た は演 習 問題 と して

残 され る)

一98一



第 1 図

、参考 入 出 力)

号

回
[…
山

回

同
日口

回

回
口口

[…
田
口凹賭回口回回回回回回回同日回回回同日回回回

回.
1回

錬

回.〔……].

回」

国.
ぼ」
.、E

、ド已
巴エ
7
裕醒㎜鍵四四聴唖,

熱 88

「.

99

蔵

回

署

口固

m口

固]

團]

囚

間]

回回[一回回国][凹回

回

回

周

回
[田

園]

回

同一

同一

同庁回国園圃園圏⑯

園

圃

園

園

圃

園

図
・

…

'

回

..

回
・・

回
ー-◆

.

■品 軌 孔6"マw漕"・ 方領 コーロε炉 陥 のo(カ ー阿㈱ にも▼一クロ.fg'ifS>r6、

年

末

調

整

カ

ー

ド

1tl4'1,● ●tl"tt"
o帆 一●ooo● ●●●

團
."口 のデー

タ内容毯訂正

宕たは取消す
もの

匹 の場合
は、餌9の チ
ータ内容 と藺

傷なく摸齢の

対食となる■

全部について
記入▼る,

前回のデー

タ内容の禽過

酷 蒜
科支払乱 以

筒の田臥 記
入t6as■tt

⑫い.

14匂11

回

口

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

目

回

回

回

回

回

回

回

回

口

回

回

回

回

回

回

回

回

国

固

⑯

園

圃

圏

囹

麗

麗

■

圏

割

圏

園

圃

園

圃

麗

麗

■

囲

圏

園

圃

園

圃

園

田

■

生命 保 険14支 払日

{重払●カら民営愈`痛 した曽)

薗圏回回回

団団圏口回口

回回回回回目

因園圃回回回

困回困9屋 固

回固薗回国星

置薗国国固回

国図圃[ヨロ田

圃圏園圃回回

園田■回回回

掴 険料 翻
鱒 する"1

回回回同

調国国[亜
'回 回回回

国回回回

@座 亜1

露同国回

回回回回

困!班田

團回回回

団団回回
1,11t● 鴉 別 口 扮"日 狗"日tt鵠 前 田 ● ●4筒 鵠"日8●u

第 2 図

扇●萌せん多し8れ ていない■合t8、 ノ〒周●3一 ドと'カー ド畠のO《 カー ド●号)に6▼ 一 ク↑●●

9

>
▲

、
・
8

"
3

】

r 、

園 庁 聞 書 螺 課員番号

回回回回.回禰 回回回
園圃口口口 口座]

団団回回回
F㍉ 、 「才

回.回回回回回
・固回回[ヨ卵 団回回回
・固目回囚

回{ヨ{ヨ回[ヨ[ヨ
・周回回[ヨ回〔副司回[ヨ[弓

・

・固回回回回.回回回回回
ご国 ・田口回[亜 日[ヨ〔ヨ
・国 ・ 回 回 回回回回回回

じ 薗 ・ ・同 国[司回回 巴1回
、?》45.1タ,9,『`

';εトす

1言1ザ

物
資
経
理
等

カ
ー
ド

物 資 経 理
(売掛金)

麗日回

国圏口口口

,回

口

竪
盟

㌘

箇

圏圏

貯 金 経 理
り の

■回回回

■圏口口口

圏目回〔ヨ回園圃回回回国題目1ヨ回

国圏[ヨ[ヨ回回国[ヨ団団園圃回回回

8題 回回回回国[ヨ回回目麗日回田

畠8回 回回雷同回固回■目回回回

国回回回

国口口口

圏回回回

回回[ヨ・

屋[ヨ回回

田口[並

置回回'回

回回回回

田回回回

■E田 口

■回回回

園圃[雪国

その他控除
い

。

-
回

回

回

回

回

回

回

9

回

口

回

回

囚

回

回

国

回

回

回

口

回

回

回

回

回

田

回

回

国

圏

圏

■

層

間

■

薗

9

●

簡
一
■
■
日
】
■

一間

減額時間
●¶

回 。

回[コロ ・

回 回 ・

回 ・

固 ・

回 ・

回6

回 ・

回 ・

回 ・

11`014|5111T博 田"tl酒n,`!5扮,1"酋 担.1寵 泊 拭 日 ●8,舗""

一99一



噛

(

」

・

1

'

・

9

100.

 

'

7

,

,

・

「

,

」、



給与支給明細書

基 準 給 与 簿
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第4図

現 員 現 給 報 告 書

区 分 現 員 職 員 俸 給
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(指 導 上 の 留 意 点)`・i

1.入 出 力 自動 タ イ プ ラ イ ター(さ ん 孔 タ イ プ ラ イ タ ー)の 役 割 を 説 明 す

るo'三i'

さ ん 孔 タ イ プ ラ イ タ ー の 最 も簡 単 な 構 成 は 、(a)の よ うに キ ー ボ 」 ド、

プ リ ン タ、 テ ー プ リー ダ 、 テ ー プ パ ン チ お よ び 制 御 部 各1組 よ り な り、

プ ロ グ ラ ム 制 御 に よ り打 鍵 印 字 、 打 鍵 印 字 さ ん 孔 、
.テ 一一プ読 取 印rClj、 テ

ー プ読 取 印 字 さ ん 孔
、 テ ー プ読 取 さ ん 孔 の 動 作 を 組 合 せ て 実 行 で き る。

ま た(b)の よ うに 補 助 パ ン チ 、 補 助 リー ダ 、 付 加 計 算 装 置 を も っ た 構 成 の

場 合 は 、 エ ッヂ カ ー 白ドよ力 の 半 固 定 デ ー タ の 読 取 、 印 字 、 さ ん 孔 、 フ ル

'1テ ー プ、 セ レ ク トテ ー プ の 同 時 作 成 、'簡 単 な 計 算 の 同時 実 行 が で き る。

エ ッヂ カ ー ド'1"tt.・r・

繰 返 し使 用 す る半 固 定 デ ー タ(品 名 と品 名 コ ⊥ ドと単 価 、 得 意 先 名 と

得 意 先 コ ー ドな ど)を エ ッヂ か 一 ド化 す る と 作 業 能 率 が 向 上 し同 時 に タ

イ プ ミス も少 な くな る 。 ∴

制 御 部

一 ・

フ㌔一フ

パンチ
プ リ ン タ

」
1㌃i

＼ キーボー ト/

(a)

願
L-一 一 一"

隆加糖

一 一一" 制 御 部 !

テープ
エ ッジ
カー ド

プ リ ン タ

テープ 」._
エ ッジ テ ープ
カー ド

パンチ 'ぐンチ]と 二乏ヨ

＼エ ノ

(b)

(さ ん孔 タイ プ ライ ター の構 成)

2.プ ・セ ス チ ャー トの例 で は、 ① 受注 と出荷 シ ス テ ム ② 販 売統 計 シ ス

テ ムを構 成 す るEDPSの 内容 で あ る。 ③ 代金 回 収 シス テ ムに つ い て各

自に考 え させ る。
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Eシ ス テ ム 設 計'

五－lp1目 的

、'こ の コース では い シ ス テ ム設 計Aコ ースの 基礎 知 識 に もとつい て、 プ ロ

セ ス ・チ ャー トな どの 基礎 知識 とそ の作 成 能 力 を養 う こ と を 目的 と して い

る。 プ ロジェ ク ト管 理 を うま く実 施 す る ため には 、 一般 ・管理 者 がvプ ロ グ

ラ ムな どの作 業 内容 、仕 事 の特 殊性 な どを よく理解 して い なけ れ ば な らな

い 。 プ ロジェ ク ト・マ ネ ジ ャーは プロ グ ラム が プ ログ ラ ミン グ の時 に作成

す るプ ログ ラ ム ・フ ロー チ ャ ー トの作 成 は 出来 ない ま で も、 プ ロセス ・チ

,ヤご トを作 成 す る能 力は 身に つ け て お きた い。 フ ロー チ ャ ー トな ど の作成

能 力 を養 うと云 う こ とは 、 論理 的 な物 の考 え方 を養 い 、 情報 の流 れ の把 握

や処 理 手 順 の把 握 、 しい ては システ ム的 な業務 処 理 に お け る種 々の能 力 を

身に つけ させ るこ とに な る。、以 上 の理 由 か らフ ・一 チ ャー トの作 成 か ら ド

キ ュ メンテ ー シ ョンに い た る一 連 の処 理 に 関す る基礎 知 識 や作 成 能 力 を学

習 す るの が、 この科 目の 目的 に な る。

㌦ ＼
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9-2Bコ ー スに お け る科 目 の位 置づ け

シ ステ ム設 計Bコ ー スは 、 シズテ ム設 計Aコ ニス の さ らに詳 細 な部 分 の

基礎 知識 を習得 し、 システム設計 に必要な能 力を養 う部 分で あ'る6図 ら太

線 で示 す部 分 に あた る。 … も

設

A計フ ロ シ
ェ ク ト
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ll-5構 成 内 容 と 時 間 配 分(合 計4H)';/t

1・}.フ ・‥ チ ャ ー ドの 記 号 ・.IH

2,:.・ プ.ロ,セ ス.∵1チ ャーー ト の 作 成1Htt・ ・

:㌘1;1:1ロ ーチャート/ー
ト1H

l;二 二一夕!
7.ド キ ュ メ ン テ ー シ`ヨ ン1H

(指 導上 の 留意 点)

プ ロセ ス ・チ ャ ー ト.の・作 成 能 力 を養 うこ とに ウェ イ トを お く。 したが

って プ ロセ ス ・チ ャー トの作 成演 習 を行 な うと とが効 果 的 で ある。

皿nt-4;内 容 項 目

L7∵ チャrト の記号

(主 な項 目)

。 フ ロー チ ャー ト記 号 ρ種類 と使 い方

・ 基 本 記 号

処 理 記 号 、 注釈 記 号 、入 出 力 記号 、結 合 子 記 号 、矢 印 記号 、 流 れ

線 記号

・ プ ログ ラ ミング関 係 の記 号

判断記富 準随 号・蟻 ずみ鯉 ・端子・割込み記号・並列処

理 記 号

・ シス テ ム関 係 の記 号

穿孔 カ ー ド記号 、 カ ー ドデ ック記 号 、 カ ー ドフ ァ イル記 号 、 書類

記 号 、 磁 気 テ ー プ記 号 、 穿孔 テ ー プ記 号 、 オ ン ライ ン記 憶記 号 、磁

気 デ ィス ク記 号 、磁 気 コア記 号 、 磁 気 ドラム記 号 、 組 合せ 記号 、抜

出 し記 号 、 照合 記 号 、分 類 記 号 、 オ フ ライ ン記 号 、表示 記号 、 手操

一1 、1・4一



作 入 力 記 号 、 手 操 作 記 号 、 補 助 操 作 記 号 、 通 信 リ'ソク 記 号

(指 導 土 の 留意 点)一'ピ ご'プ ・'ば

流 れ 図 作 成 用定 規(テ ン プ レ ー ト)を 配 布 して記 号 め解 説 を ず ゐ 。

2・ プ ロセ ス'チ ャ ー トの 作 成 『Lt:

(主 な 項 目)

。 プ ロ セ ス'ど は'・

プ ロ グ ラ ム を1回 目 ー ドす る こ と に よ っ て お こな わ れ る一 連 の コ ン

ピ ュ ー タ に よ る情 報 処 理 ・'ttt-4・

。 プ ロセ ス ・チ ャ ー ト とは"…"

1つ の 情 報 処 理 を 構 成 ず る プ ロ セ ス 相 互 の 関 係 を所 定 の 記 号 を 使 っ

て あ らわ し た 流 れ 図 「

(例)
トランザクション

プ ア イ ル

RUN十1 、

カ ー ドか ら

磁 気テープへ変換

ザ

ン

ル

ン

ヨ
イ

ラ
シ

ア

ト
ク

フ
」

ファイルの更新1

マ ス タ ー

フ ァ イ ル

RUN+3]

書文

、

いー

S
/

⊂

マ ス ター

フ ァ イル
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・ プ ゴセ ス ・・チ ャー ト作 成 の 目的

① 対 象業 務 の処 理 内容 と手 順 の 全体 的 相 互関係 を把 握 す る。

② ヲ ン番 号 、 イン プ ヅ ト番 号 、 ア ウ トプ ヅ ト番号 の設 定。

③ プ ロ グ ラ ムの数 と機械 処 理 時 間 の把 握 。

・ プ ロセ ス ・チ ャー ト作 成 演 習

(指 導 上 の 留意 点)

実 際 の業 務 を プ ロセ ス ・チ ャー トに書 く演 習 をす る。

3.フ ロ グ フ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト

(主 な 項 目)

。 プ ロ グ ラ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト作 成 の 目 的

・ プ ロ グ ラ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト作 成 の 演 習

(指 導 上 の 留 意 点)

簡 単 な 例 題 で プ ロ グ ラム と フ ロ ー チ ャ ー ト とを 対 比 さ せ な が ら解 説

を す る 。 時 間 が あ れ ば 演 習 を す る。 フ ロ ー チ ャ ー トを 通 して 、 論 理 的

な 物 の 考 え 方 を養 成 す る。

4.プ ログ ラ ミン グ

(主 な項 目)

・ ア ル ゴ リズ ムの概 念'…

問題 また は デ ー タが与 え られ た と き、 そ の解 法 また は処 理手 順を

記i述 した ものo

。 プ ログ ラ ミン グ言語

言 語 の 種類 と特 徴

(指 導上 の 留意 点)

各 言 語 の もつ特 徴 を よ く理 解 させ処理 業 務 に どの言 語 を使 え ば 適当

か を思 考 させ る。 時 間 が あれ ば 各 語 の 内容 の簡単 な説 明 を加え る。

－ltl6"



5.テ ス ト ・ デ ー タ 、',f

(主 な 項 目)

。.テ ス ト ・デ ー タ の 目 的`…

(指 導 上 の 留 意 点)

あ らゆ る条 件 の テ ス トが で き る、 テ ス ト、・デ ー 久 の 重 要 性 を 認 識 さ

せ るo

6.ア イ バ ッ グ

(主 な 項 目)

。 デ ィ バ ッ グ とは .

プ ロ グ ラ ム が 正 し く コ ー デ ィ ン グ され て い ,る か を チ ェ ッ クす る こ と。

。 机 上 デ イ パ
ツ グ

コ ン ピ ュ 一 夕 を 使 用 す る 前 に 机 の上 で プ ロ グ ラ ム を チ
ェ ック す る こ

と。

。 マ シ ン ・ア イ パ
ッ ク

コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 して プ ロ グ ラ ム の テ ス トを す る もの
、 コ ン ピ ュ

ー タに よっ て 発 見 さ れ た 論 理 的 な エ ラ ー な どが 翻 訳 リ ス トに 印 刷 さ れ

る 。 そ の翻 訳 リス トで の デ ィ パ ック ・テ ス ト ・デ ー タ を使 っ て そ の結

果 で プ ロ グ ラ ム の テ ス トを す る。

。 テ ス ト ラ ン

マ シ ン ・デ ィ パ ッ クで 発 見 で きな か っ た プ ロ グ ラ ム の ミス を 実 際 の

デ ー タ を使 用 し て テ ス トす る。

(指 導 上 の 留 意 点)

完 全 な プ ロ グ ラ ム の 作 成 が 本 番 の 業 務 を 実 施 す る際 に お い て 如 何 に

大 切 な も の で あ る か を 認 識 さ せ る。

7.ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

一117一



(主 な 項 目)

。 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン(目 的)

情 報 処 理 を実 施 す る 前 に 業 務 担 当 者 に 業 務 内容 を 明 確 に 解 説 す る文

書 。'1

。 様 式 の 種 類 と用 途 ,_二:,『'㌧

・ シ ス テ ム仕 様 書

・ プ ロ グ ラ ム ・マ ニ ュア ル

・ オ ペ レ ー シ ョ ン ・マ ニ ュア ル

(指 導上 の留意点)

文 書化 の方法 と文書の管理方法 を理解 させる。業務 内容 を文書化 し

て整理 してお くことが スムよズな業務 の運営 を可能にするこ とを認識

させ るo

一1-18:一 一



皿 マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス

田－t"目'的 「'

この コー スは、 マ ネ ジ メ ジ ト ・サ イ エ ンスに関 す る基 礎 知識 を習 得 す る

こ とを 目的 とす る 。'今 日'、'企業環 境 が急 激 に変 化 してい るなか で企 業 が 厳

しい 競争 に打 勝 ち、'環境変 化 に 対 応 して 生 きの び成 長 してい くた めに は 、

膨 大 な情 報 を採取 しそれ を迅 速 に適格 に処 理 して 意 志 決定 を行 な い、 そ れ

を即 時 に実 行 に移 してい か ね ば な らない 。 この こ とは 今 ま で の入 間 の経 験

や勘 の範 囲 を超 え、 〔 ネ ジ メシ トに もサ イ エ ンスに よ る合 理 的 裏 づ け を活

用 して 賭 の な い迅速 な運 営 をす る こ とが 必須 にな っ て きてい る こ とを意 味

してい るo'一'

この コー スは 一般 管 理 者 が プ ロ ジェ ク トを計 画 し、組織 し、 統 制 を行 な

って い く際 の道 具 ど して の マ ネ 汚 ン ト ・芝 イ ェ ンス とい、われ る もの の基

礎知 識 を与 え よう とす る もの で あ る。.一
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皿一2B=一 ス に 興 る 棚 の鑓 づ け
..、.,

マ ネ ジ メン ト・サ イ エ ンス の応 用 は 、 マ ネ ジ メ ン トの領域 に サ イ エ ンス

を、 あ るいは そ の考 え 方 を、 い か に した ら導 入 で き るか と い う点 に関 し基

礎 とな る知識 を付 与 す る。 下 図 の太 線 で示 して あ る よ うに プ ロジェ ク ト・

マ ネ ジ メ ン トに 統合 さ れ てい くべ き もの で あ り、 そ の ため の科 学 的 合 理性

を与 え る こ とが で き る よ うな知識(考 え 方 とか手 段)を 提供 す る もの で あ

.るo
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皿一5構 成内 容 と時 間配 分(合 計4H)

1.シ ス テ ムに関 す る概 念

1.1シ ス テ ム の 概 念 と 方 法

1・2コ ン ト ロ ー ル理 論

1・3行 動 シ ス テ ム論

2.管 理 技 法

2・1確 率 、 統 言十

2,2

(指 導 上 の 留 意 点)

o.5・H

O.5H

O.5H

オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リサ ー チ 技 法

1H

1.5H

マ 不 シ メン トの 中 にサ イ エ ンス を導 入 しよ うとす る際 の基礎 知 識 を

付与 す る こ とが この コ ース の直接 の目的 だ が、・個 々の細 か い知識 を_

つ 一 つ与 え て い くとい うこ と よ りも、 む しろ マ ネ ジメ ン ト・サ イ エ ン

ス の手 法 を適 切 に応 用 で き る立 場 に た て る と と
、 少 な くと もマ ネ ジメ

ン トにサ イ エ ンス を で き るだ け導 入 し よ うと真 剣 に考 慮 す る よ うな一

般 管 理者 を育 成 す る ことを 目標 とす る。 す なわ ち この コース を通 じて

知 識 の 増 大 を図 る よ り もむ しろ全体 的 な マ ネ ジ メ ン ト能 力 の向 上
、 あ

る いは 態 度 の変 革 に重 点 が置 かれ るべ きで あ る。

そ の た めには マネ ジ メン ト ・サ イ エ ンス の カ テ ゴ リー に入 る もの を

バ ラバ ラに教 え て も意 味 は な い
。 む しろ 全体 の体 系 の 中で個 々の知 識 、

技 法 の位 置 づ け を理解 させ る ことが望 ま しい。 ま た〒 方 い わゆ る マ ネ

ジ メン ト ・サ イ エン ス とい われ る もの が 非 常に 新 しい学 問 分 野 で あ り
、

個 々の部 分で も発 展途 上 に あ る ため 個 々の技 法 の 可能 性 と理解 を 求 め

る 上 で の種 々の制 約条 件 か ら くる限 界 も留意 して教 え る必要 が あ る
。

1.シ ス テ ム に 関 す る概 念

1.1シ ス テ ム の概 念 と方 法
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(お もな項 目)祈 「'

。 システ ムに関 す る概 論

・ シス テ ムの一 般 的 定 義

・ 環 境 との 関連 に 治げ る閉 シ ステ ム と開 シス テ ム

・ 入 出 力変 換 と して の ジステ ムの行 動 力 とこの行 動 を行 な わ せ る

要 素 の結 合 関係 と して の構 造

・ サ ブ シス テ ム

・ シス テ ムの分 解 と合 成

あ る行 動特 性 を有 す るシ ステ ムをそ のサ ブ システ ム と結 合 様 式

に 分解 す る問題 お よび そ の サ ブ シ ステ ムを別 の結 合 様 式 で結 合 し

た場合 の行 動 特 性

btシ ス テ ム方法 論"・t

・ シ ス ァ ム モ ァ ル

・㌧ 数 学 的 表 現 に よ る モ デ ル概 念 の 明 確 化

∴ ・ ブ ラ ッ ク ボ ック スー

・'モ デ ル に よ る シ ズ テ ム の 分 解 と合 成 の 方 法

。 シ ス テ ムの 類 型

・い 論 理 的 シ ス テ ム

・・ 機 械 シ ス テ ム

・ 生 物 シ ス テ ム ー

1ボ'人 間 シ ス テ ムT't'

・ 人 間 ・機 械 シ ス テ ム
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プ ・ジエハ ・マネジ・シ ドのためのマネジ… の 体 系 『

行動科学

一 一 ⇒i:∵∵
:汁 紡 ・姪 情報 と制御

麟 統計 ・

'オ ペ レ ー シ
ョ ン ズ

リサーチ技 法

シミュレーション技 法

インダス トリアル ・
エンジニア リング

品 質 管 理

価 値 分 析

自動 制御 理 論'

線 形 計画

割当 問 題

輸1送 問 題

取 替 問 .題 』ー

ゲ ー ム理 論.

」入 札 問'題

在 庫 理 論

一待 合 せ

予 測

ダイナミック・プログラミング

PERT、CPM

多 変 量 解 析

探 索 理 論 ,

信 頼 性

ま た、 マ ネ ジメ ン ト ・サ イ エ ンス を 情 報処 理 とい う観 点 か ら整理 して

み る と 、次 の よ うに な る。
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1

戸
N
ふ
ー

情 報 処理

デー タ情報の収集

データ情報の分析総合「

「個 別 的 技 法 」

/標 本調査法 物理言剛 の方法一ぺ
＼社会 〃 、対比殴法

情幸⊇ 隠:鷺 鑑 欝
瞼 値計算法

'
システム設計 の一般的方法

アイディア活用法デルファイ法

ネ ットワー ク管理法

、PERT.CPM

代 替案 の作成

待合せ シ ミュレー ション

確率計 算に よる方法

数値計算

インダストリアル・エンジニアリング

代替案の評価絃,嘉 ㌶ 方法

＼費腋 益比率に、批 難

「共通技法」 「個別理論」

最 適法

LP

DP

CPM

連続関数の微分法

シミュレーション技法

単位 時 間処 理 法

発生事象逐次処理法

マ ク ロモ デ ル

ミ ク ロモ デ ル:

単 一 シ ス テ ム ・

シ ミ ュ レー シ ョ ン

多 数 シ ス テ ム

シ ミ ュ レ ー シ ョン

イ ン ター デ ィシプ リ

ナ リ ・ア プ ロー チ

標 本 理 論

自動 制 御理論

統 計 学

数 値解析

システム理 論

流 れ 学

人間工 学

待 合 せ理 論

トラフィック

理 論

情 報理 論

ゲーム理 論

決 定理 論



(指 導上 の 留意 点)

内部構 造 で な ぐ全体 に対 す る部 分 の機 能 す な わ ち行 動 特性 に着 目 し、

そ れ ら の結合 に よる 全体 の特性 を解 析 す る方 法論 と して シ ステ ム思考

の 有用性 を理 解 させ る。

1・2一 コン トロー ル理 論 ・・"i・ 、i

(お もな項 目)

。 機械 、 生 物 か ら社会 組織 に わた る制御 ある いは管 理 の科学 と して

のサ イバ ネテ ィクス の思 想 と方法論

。 計画 お よび 制御 の行為 と して の コ ン トロー ノじ

・ 計 画 お よび制 御 の情報 論 的 な見 方

。 機 械 の コ ン トロー ル

。 人 間 の コ ン トロー ル

階 層 関係 にお け る コン トロー ルを サ イバ ネテ ィ クス の コ ン トロ

ー ル理 論 で説 明、 こ こで機 械 の コ ン トロ ール と対 比 して本 質 的

差異 を み る。

・ 人 間 や機械 を含 む 複雑 な行 動主 体 の コ ン トロー ル に つい て

(指 導 上 の 留意点)

サ イバ ネテ ィ クス を機械 、生 物 、入 間 お よび シス テ ムの行動 を いか

に コン トロー ルす るか の理 論 的基 礎 を与 え る もの と して展 開 す る必 要

が あ る。

1.3行 動 システ ム論

(お もな項 目)

o

o

O

O

o

行動 システ ムの定義

行動 システムの形態

システ ムにおける入間お よび機械 の行動

入間 と機械 の結合 とその行動

入 間 と人 間の結合 とその行動
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。 行 動 シ ステ ム の モ デ ル'

・ .行 動 シ ステ ム1の行 動

(指 導 上 の留意 点.)

一般 理 論 と して 認知 さ れ てい る行 動 シス テ ム論 はい ま だ存 在 して い

な い。 科学 理 論 と して の行 動 シ ス テ ム論 を シス テム 工 学 、 シス テ ム技

術 へ と よ り具 体 的 な応 用 面へ 展 開 で き る よ うに、 理 論 の展 開 に具 体的

例 示 を とり あげ て い く。

2.管 理 技 法

2.1確 率、 統 計

(お もな項 目)、

。 確 率 と分 布

確 率 、 確率 事 象 、確 率変 数 、2項 分 布 、 ポ ワ ソツ 分布 、正 規 分

布、x2分 布 、F分 布 、t分 布、 平 均 値 と分 散

。 推 定 と検 定

統 計 量 、最 小2乗 法 、区 間推 定 、仮 説 の検 定

。 標 本調 査 法

任 意 抽 出 、層 別 抽 出,

(指 導 上 の 留意 点)・

こ こで は統 計 学 の基 礎 知 識 とい うこと より も確 率概 念 を導 入 す る こ

とに よって母 集 団 か ら抽 出 され て い る標本 か ら ある精 度 で いか に もと

の母 集 団 を復 元 してい くか とい う考 え方 を理解 さ せ る。 そ のた めに は

母 集 団 、標本 とい った概 念 を 明確 に し、そ の上 で サ イ コ ロな ど の実 験

を通 して確 率 概 念 、分 布 とい うこ とを よ く理 解 させ る。

2.2オ ペ レー シ ョンズ ・ リサ ー チ技 法'

(お もな項 目)

。O.Rの 定 義 と特 質
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,

。O .R的 問題 解 決法

目的 の研 究 、情 報 の収 集 と解析 、 モ デル化 、 モ デル に よ る問題

の 解 、 解 の 実 行 可能 性 のチ ェ ック、実 施

。 問題 の定 式 化(標 準 モ デ ル)

線 形 計 画法 、 割当 問 題 、輸 送 モ デ ル、 ゲー ム理 論 、在 庫理 論、

予 測 、 そ の他

・ 数 量 化

(指 導 上 の 留意 点)

線 形計 画 法 の よ うな と りつ きやす い標 準 モ デル を と りあげ 、 これ を

具 体 的 問題 に適 用 してい く過 程 を示 して0.R的 な問題 解 決 法 を十分

に 認識 させ る。 さ らに い くつか の理 論 モ デル の概 要 を学 ぶ 亡 とに より

現 実 の問題 に 各 モデ ル を応 用 す る こ とが 可能 か ど うか、 ま た それ が で

き な け れば 解 をみ つ け るた めに問 題 をい か に定 式 化 してい くか とい う

感 覚 を養 成 す る。 問題 の と り組 み 方 や解 法 は た だ一 つ だけ あ るの では

な い こ と、 解決 の た めに は いか に 創意 工 夫 が必 要 で あ るか を理 解 させ

る。 一般 管 理=者 に とっ ては システ ム全体 の最 適 解 を求 め ねば な らない

か ら、部 門 の最 適 解 が か な らず し も全体 の最 適性 に結 び つ か ない こと

を 注意 させ 、 ま た求 め られ た解 を実 行 性 の 面か ら充分 チ ェ ック しな い

と行 動 シス テ ムの 中に0.Rの 技 法 を と りいれ て マ ネ ジメ ン トを行 う

こ との有 効 性 が な くな る こ とも関 心 を払 わ せ る。
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